
○ 子どもたちは，多くの地域の方々に見守られ， 「おはようございます」
と元気にあいさつをして登校しています。

何げない光景で，「当たり前のこと」と考えがちですが，今，社会では
「当たり前にできない」ことが増加しているように思います。

だからこそ，毎日繰り返される当たり前の光景を大切にし，「感謝する
心」を忘れない星ヶ峯西小の子どもたちに育って欲しいと願います。

◇ 学校教育目標

○ 校 訓
〈かしこく〉知 〈なかよく〉徳 〈たくましく〉体

○ 学校教育目標

よく考え よく思いやり 心身ともにたくましく
生きる力と笑顔があるふれ子どもの育成

○キャッチフレーズ
みんなで助け合い みんなで学ぶ

笑顔あふれる星西の子
”Ｂｅｔｔｅｒ ｔｈａｎ ｂｅｆｏｒｅ”

○ 目指す子ども像

進んで学び よく考え 心やさしくて 思いやり 進んで体をきたえ
確かな学力を身に付ける があり 誰とでも仲良く 元気で粘り強い

① 単元・学期末テスト85％ ① 進んであいさつ100% ① むし歯治療率 80％

② アンダーチーバー０ ② 「だれがするの」の ② チャレンジかごしま挑戦
③ 家庭学習の充実 「だれか」になろう （縄跳び）

（20分＋10分×学年） ③ 読書冊数 ③ 精一杯のそうじ「さしすせそ」

低150冊 中100冊 高80冊

※ 各家庭の子育ての方針と本校の教育目標等が同じベクトルを向いて進
められるように，御協力と御理解をお願いします。

鹿児島市立星峯西小学校 学校だより 令和元年（２０１９）５月号

■ ＰＴＡ総会では，詳細のお話ができず，改めて目標等を掲載します。本年度
も保護者や地域の期待に応えられる学校を目指し職員一同頑張ります。

○行事等については，原則，本校ホームページのお知らせ・ブログ欄に掲載します。
ＨＰも登録していただき様々な情報をご覧ください。

○安心安全メールの登録が500件を超えました。まだの方は今すぐ登録をm(_ _)m
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あ
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